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公益財団法人  尚  志  社 （武田薬品工業（株）の企業財団）  
２０２２年度奨学生募集要領  

 
１．当財団の概要と奨学生募集の趣旨  

大正１２年（１９２３年）に、五代武田長兵衞（和敬翁）が、私費を投

じて苦学生への学費支援を始めたことに当財団の源があります。  
この後その遺志が受け継がれ、昭和３５年（１９６０年）に育英事業を

目的とする財団法人尚志社として設立され、平成２４年１２月３日、公

益財団法人に移行いたしました。  
五代武田長兵衞の精神に基づき、将来社会に役立つよう勉学に勤しむ学

徒に対して、卒業後の進路を各自の自由意思に委ねることを前提とした

返還不要の奨学金制度を設けています。  
 
２．募集方法について  
（１）奨学生の応募資格：  

当財団の奨学制度に応募する学生は、医学群医学類、大学院人間総合科

学研究科医学系専攻（看護科学専攻を除く）に在学する日本人であって、

次の学年（受給開始時）の者とします。  
学部生 ： ６年制学科の４年、または５年  
大学院生： 修士課程（博士前期課程）１年、または  
      博士課程（博士後期課程）１年  

また、次の①～⑤の条件を満たすことを必要とします。  
①   成績基準  

学部生、修士１年：本人の属する学部（科）の上位１０％以内  
博士１年：大学および大学院における成績が特に優れていること。 

②   年齢基準（２０２２年４月２日現在）  
学部４年： ２６歳未満（学部５年は２７歳未満）  
修士１年： ３０歳未満  
博士１年： ３５歳未満  

③   奨学生選考委員会による面接（後述）を受けることができること。 
④   奨学金受給期間中は、当財団が定期的に実施する社友懇話会（年１

回）に出席すること。また、受給期間終了後も出来るだけ出席する

こと。  
⑤   受給期間を通じて最低１回（原則として採用年に）機関誌「尚志」

に寄稿すること。  

なお、以下の家計基準を満たすことが望ましいが、必須ではありません。 
学部生、大学院生とも、日本学生支援機構が定める大学生向け第一

種奨学金（無利息貸与）の家計基準＜収入・所得の上限額の目安＞

を上回らないこと。また、本人（配偶者がいる場合は配偶者も含む）

に定職収入がある場合は上記家計基準の判断にそれを含めること。 
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（２）募集人数： １名  
（３）給付期間： 正規の最短修業期間（最大３年間）  
（４）給付額：  
 
 

 

 

 

（５）応募手続き：  
当財団の奨学金希望者は、大学の定める方法により応募して下さい。  

（６）他の奨学金との併用について：  
当財団は、奨学金の支給を通じて、一人でも多くの優秀な学生が将来に

おいて社会に貢献できるよう勉学に励んでいただきたいと考えていま

す。従って、他の奨学金との併用は、（独法）日本学生支援機構の貸与

奨学金以外、原則として認めていません。併願は可能ですが、いずれに

も採用された場合はいずれか一方を選択していただきます。  
 
３．選考方法・提出書類について  

当財団が定める奨学生の応募資格に基づき、大学にて選考された推薦者

を対象として５～６月に当財団の「奨学生選考委員会」にて選考（面接）

を行い、採用者を決定します。（応募条件を満たしていても、書類選考・

面接により不採用となる場合があります。）  

なお、選考委員会の選考を受ける者は、当財団が指定する次の書類を

当財団に提出してください。（①②⑥⑧の用紙は尚志社ホームページよ

り入手願います。③の用紙は専用封筒を添えて紙でお渡しします。）  

①   奨学生願書・新規（様式第１号）  
②   志願者調書（様式第２号）  
③   奨学生推薦書（様式第３号）  
④   入学許可書／合格証明書または在学証明書  
⑤   現在または最近在学した学校の学業成績証明書  ※注１  
⑥   小作文（８００字程度、手書き）※注２  
⑦   保護者の所得証明書類  
⑧   健康診断書（様式第４号）大学の様式で代替可、後日提出可（期限：6月末） 

 
注１）博士後期課程の応募者は学部および大学院の両方の成績表を添付すること。  
注２）自分で自由に作文のタイトルをつけてください。  

内容例：これまでの取組み／大学（大学院）での目標や抱負、将来の夢など  
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４．決定および通知について  
選考委員会にて選考を行ない、理事会の承認により決定し、７月中旬ま

でに大学を通じて本人に通知します。  

５．支給開始について  
２０２２年８月に、前期分の授業料、４～８月分の書籍及び下宿補助と、

入学金がある場合は入学金を支給し、以降、偶数月に振込をいたします。 

６．支給打ち切りおよび返還について  
奨学生が傷病等のために成業の見込みがない等、奨学生として適当でな

いときは奨学金の支給を打ち切るものとし、また、事情が悪質である場

合は、奨学金の返還を求めることがあります。  

７．  その他  
（１）個人情報の取扱いについて  

①   当財団は、応募される方の個人情報を奨学生の採用選考のために必

要な範囲で利用し、それ以外の目的には一切使用いたしません。  
②   当財団は、法令等に定める場合を除き、事前に本人の同意を得るこ

となく個人情報を第三者に提供いたしません。  
③   当財団は、取得した全ての個人情報を厳重適正に管理し、必要な措

置を講じます。  
④   当財団は、本人から個人情報の開示・訂正・追加・削除および利用

の停止の要請があった場合、本人確認を行った上で速やかに対応い

たします。  
（２）応募書類について  

ご提出いただいた応募書類は返却いたしませんので、予めご了承くださ

い。  
 
 

＜必要書類送付先・問い合わせ先＞  
〒540-8645 
大阪市中央区道修町二丁目３番６号 武田薬品工業株式会社内  
公益財団法人尚志社 事務局長 能登谷浩平  
TEL: 06-6204-2267 FAX: 06-6204-2026 
E-mail: jimukyoku@shoshisha.or.jp 

 
尚志社ホームページ：http://www.shoshisha.or.jp/ 

 
以 上  

http://www.shoshisha.or.jp/
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奨 学 生 推 薦 書 
 

 
推薦者へのお願い：この様式は学生が尚志社奨学生に応募する際に必要な書類です。本様式

の別紙をご参照のうえ、ご協力をお願いいたします。 

※ 本推薦書の作成者は、応募学生の指導教員もしくはそれに代わる者

（クラス担任等）に限ります。 

※ 推薦書の内容が応募学生の目に触れぬよう、同封の封筒に密封して

提出してください。 

応募者氏名：___________________＿＿＿＿＿＿（推薦者が記入のこと） 

推薦者氏名：_＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（推薦者が記入のこと） 

以下、推薦者がご記入ください。 

 

１. どれくらい前から応募者をご存知ですか？    ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

２. 応募者に関して、それぞれの項目について、あてはまると思われるところ一つ

に○印をつけてください。 

 トップ 

レベル 
平均以上 平 均 平均以下 

知らない 

評価不能 

知力・学力      

コミュニケーション能力      

文章を書く能力      

誠実さ・正直さ      

感情的な安定      

熱意・チャレンジ意欲      

 

※ 上記評価について、あてはまると思われるところ一つに○印をつけてください。 

 推薦者が指導した（している）学生の中での相対的な評価 

 推薦者が属している大学／学部／研究科内での相対的な評価 

 推薦者が考える大学生／大学院生の「あるべき姿」を基準とした評価 
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３. 応募者の人物／学業・研究状況／経済状況・健康状態・その他について、特記

事項があれば、ご記入ください。 

（必要に応じて、このページをワープロ等で作成したものに差し替えていただいて結構です） 
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４. 応募者の全体的な能力について、以下から一つお選びください（○印をつけて

ください）。 

トップ 

レベル 
平均以上 平均 平均以下 

知らない 

評価不能 

     

 

上記を踏まえて、応募者を強く推薦する。 

署名・捺印：_＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_______  印  

 

最後に、この推薦状をお書きいただいた推薦者ご自身についてご記入ください。 

所属・役職  

所属施設所在地  

メールアドレス  

記入日  
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奨学生選考のための推薦書について（別紙） 
 

尚志社では、奨学生選考の判断において、成績証明書の内容や課題作文、選考委員

会当日の面接等の結果のみならず、大学で学業・研究に取り組んでいる日常の態度や

将来の可能性等を含め、応募者を総合的に評価するために、推薦書を重要視したいと

考えております。言い換えますと、私どもが求める推薦書は、単に応募者を推薦して

いただくという意味だけではなく、あらかじめ推薦者に応募者を評価していただくと

いう意味合いを含むものでございます。 

このような趣旨をご理解のうえ、尚志社奨学生の応募にあたり、推薦者は、テンプ

レートに沿って、ご自身が知りうる限り正確に応募者を評価していただき、推薦書を

作成していただきたく存じます。 

不明な点などがございましたら、尚志社事務局（jimukyoku@shoshisha.or.jp）ま

でご連絡いただければ幸いでございます。なにとぞ宜しくお願い申しあげます。 

２０２２年 １月２０日 

公益財団法人 尚志社事務局 

 



⑥＝④÷⑤×１００

（注）１．太線の枠内を記入し、※印は○で囲むこと。

　　　２．「給与所得の収入金額」欄は、申請の前年１年間の収入金額を記入し、所得証明書、源泉徴収票(写）を添付すること。

（父と母が給与所得者の場合は父と母両方添付すること。年金受給者の場合は年金振込通知書（写）。失業者は雇用保険受給資格者証（写）。

　　　３．「給与所得以外の所得金額」欄は、申請の前年１年間の収入金額から必要経費を控除した金額を記入し、確定申告書（写）等を添付すること。

（父と母が確定申告をしている場合は父と母両方添付すること。）

　　　４．「家庭の特殊事情」欄について、障害者のいる世帯については障害者手帳(写）、その他については証明するものを添付すること。

　　　５．「学業成績」欄については、１年次生（編入学生を含む。）にあっては出身学校の成績を記入（科目数で平均値を算出）し、

家 庭 調 書

申

請

者

所　属
　　　　　　　　　　　学群 　　　　　　　　　　　　学類 　　　年次

　　　　　　課程 　　　　　　　　　　学術院　　　　　　　　　　研究群  　　　　　　　　　 　　　年次

学籍番号 性別 男・女
現住所

〒　　　　　　　℡　　（　　　）

フリガナ

氏　名 家族住所
〒　　　　　　　℡　　（　　　）

家

族

及

び

所

得

就

学

者

を

除

く

家

族

続柄 氏　　名 年齢 職　 業

　父または母 死亡・離別の場合　　 時期（　　年　　月） 理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　主たる家計支持者無職等の場合　　時期（　　年　　月） 理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

在職
期間

勤 務 先 名 称
 給与所得の収入
 金額（税込）

 給与所得以外の
 所得金額

父 年 万円 万円

母 年 万円 万円

年 万円 万円

年 万円 万円

年 万円 万円

年 万円 万円

家
計
支
持
者
に
○
印

別
居
者
に
　
　
×
印

就

学

者

続柄 氏　　名 年齢 学　 校　 名 設置者別 学校種別 通学別 控 除 額

本人 筑 波 大 学 国 立
※自　宅
　自宅外

万円

※国公立
　私　立

※小・中・高・高専・大学
専修（高等・専門）

※自　宅
　自宅外

万円

※国公立
　私　立

※小・中・高・高専・大学
専修（高等・専門）

※自　宅
　自宅外

万円

※国公立
　私　立

※小・中・高・高専・大学
専修（高等・専門）

※自　宅
　自宅外

万円

家
庭
の
特
殊
事
情

特 別 控 除 項 目 控除有無

障害者がいる世帯 ※有・無  続柄（　　） 氏名（　　　　　 ） 手帳番号（　　　　  ） 万円

その他

本

人

の

状

況

家庭からの給付 月額（　　　千円） 認　　　　定

ア ル バ イ ト 月額（　　　千円） 内容（　　　　　　　　　　　　　　） 総 収 入 金 額
①

万円

奨学金
受給中 月額（　　　千円） 団体名（　　　　　　　　　　　　　） 必 要 経 費

②
万円

申請中 月額（　　　千円） 団体名（　　　　　　　　　　　　　） 特 別 控 除 額
③

万円

その他の収入 月額（　　　千円） 内容（　　　　　　　　　　　　　　） 総所得金額
④＝①－②－③

万円

学
業
成
績

評　　価
高等学校 ５ ４

修得単位数または科目数

大学（院） Ａ － Ｂ Ｃ －

３ ２ １

⑤
収 入 基 準 額

世帯人数　　 人

万円
平　 均　 値

　　　　　成績証明書を添付すること。２年次以上の者にあっては、前年度までの成績（修得単位数で平均値を算出）を記入し、成績証明書を

　　　　　添付すること。　　　

家計充足率
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